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研究成果の概要（和文）：本研究では口唇口蓋裂の総合的治療のため愛知学院大学歯学部を受診し、22q11.2欠
失症候群を認める患者について、名古屋大学精神医学・親と子どもの心療科分野にて中間表現型を含めた長期追
跡を行った。神経発達症や精神疾患につき臨床心理士と精神科医によるスクリーニングおよび経過観察を早期介
入と予後改善に役立てた。これまでの研究業績については「22q11.2欠失症候群児童の発達行動特性」「22q11.2
欠失症候群児童の親子関係に関する検討」として学会発表している。2023年には国際学会（ASCAPAP)にて報告を
行い論文作成に着手した。さらに分担研究者1名がADI-Rリサーチライセンスの取得に成功した。

研究成果の概要（英文）：In this study, patients with 22q11.2 deletion syndrome who underwent 
comprehensive treatment for cleft lip and palate at department of dentistry, Aichi Gakuin University
 were followed over time, including the evaluation and observation of intermediate phenotypes. 
Screening and follow-up by clinical psychologists and psychiatrists for neurodevelopmental and 
psychiatric disorders were employed for early intervention and prognostic improvement. The total 
cohort was 18 patients, and the research results were presented at the 63rd Annual Meeting of the 
Japanese Association of Child and Adolescent Psychiatry as "A Study of the Parent-Child Relationship
 of Children with 22q11.2 Deletion Syndrome: Towards Supporting Parents and Children Based on 
Emotional Aspects of the Mother-Child Relationship. Research outcomes were also presented at an 
international conference (ASCAPAP) in 2023. One of the co-investigators succeeded in obtaining an 
ADI-R research license.

研究分野： 児童青年精神医学

キーワード： 22q11.2欠失症候群　精神医学的併存症　ゲノムバリアント　疾患コホート　前方視的追跡
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研究成果の学術的意義や社会的意義
22q11.2欠失症候群は、多系統の身体障害の他に統合失調症の最大のリスクファクターであり、神経発達症を含
む多彩な精神障害を高率に伴う。本研究では我々が構築した疾患コホートを用いた同症候群の精神医学的併存症
の前方視的追跡と早期徴候の把握を通して病態理解に寄与し、発見-診断-予後予測-治療体制確立への論理的基
盤を築いた。すでに多診療科縦断的な遺伝性疾患への対応として、神経線維腫症1型（NF1）に関してNF1診療ネ
ットワークが院内で運用されており、本研究の知見を活かして22q11.2欠失症候群など他の遺伝性疾患について
もネットワーク体制構築による診療連携強化を行っていくことが可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
22q11.2 欠失症候群は、22 番染色体長腕(22q11.2)領域の 1.5 Mbp〜3 Mbp のヘテロ微細欠失によっ

て生じ、特異顔貌、先天性心疾患（発現率 75％）、免疫不全（40％）、鼻咽頭閉鎖不全や口唇口蓋裂（70％）、
低カルシウム血症（60％）、甲状腺機能異常（25%）に加え、統合失調症が 30%、自閉スペクトラム症（ASD）
が 15％に併存するなど、精神障害との関連が濃密である(図 1)。90％以上は親が同一変異を有しない
de novo 変異であり、2〜4 千人に 1人と染色体欠失症候群で最も頻度が高く、平均寿命は 40 歳に留ま
る。平成 27 年には、最も頻度の高い指定難病の一つとして組み入れられ、病態の解明と医療の拡充が
求められている。本症候群の医療は、小児心臓血管外科、小児科（内分泌、免疫）、形成外科、口腔外
科、精神科などにわたり、診療科横断的な医療体制が求められるが、臨床において特に精神科との連
携・介入ができる医療施設はいまだ限られている。また、身体疾患、精神障害の発現率は高率とはい
え、精神症状を含む表現型は一様ではなく各人で
多様である。加えて精神症状に関し、幼少期に
ASD、注意欠如・多動症(ADHD)、不安症、青年期
以降には統合失調症と発達段階的に変化する。し
かし 22q11.2 欠失症候群患者の臨床経過の大規
模な前方視的な追跡研究は乏しく、詳細な精神医
学的病態との関連は不明である。その一因とし
て、我が国では、22q11.2 欠失症候群は主として
心疾患や口蓋裂などの先天性疾患として認識さ
れ、多科横断的な診療体制が整っていないため、
併存する精神障害への発見や対応が不十分な点
が挙げられる。この問題を解決する為には、精神
科を含めた多科連携体制の構築と、それによる精
神症状の発生・進行の全体像の解明が急務である
と考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、愛知学院大学歯学部・言語治療外来
部門、同学歯学部先天異常遺伝学・言語学講座寄
附講座・口腔先天異常学研究室と名古屋大学大学
院医学系研究科精神医学・親と子どもの心療学分 
野による多科連携体制を構築し（図 2）、口唇口蓋
裂の総合的治療のために外来を受診し、22q11.2 欠
失症候群を認める患児/者について、中間表現型を
含めた長期追跡を行ったユニークな試みとして
位置づけられる。具体的には、新たに構築した患
者コホートで、患者のゲノム情報に加え、認知機
能を合わせて評価し、ゲノム変異から神経発達症
および精神障害の発症やその経過を明らかにす
ることで、将来の病態及び予後予測をする方法論
の探索を目的とした。とりわけ ASD をはじめとし
た障害について、臨床心理士・精神科医による精
神障害のスクリーニングおよび経過観察が早期
介入に繋がり、予後改善に寄与するものであるこ
とを実証する。 
 
＊なお、研究期間途中より山内彩臨床心理士が研究分担者に加わり臨床評価を担当した。また森川医
師が異動により研究分担者から外れた。 
 
３．研究の方法  

図1  22q11.2欠失症と精神科における課題 

研究協力者 

図 2 本研究の研究体制 



倫理的配慮として名古屋大学医学部生命倫理審査委員会および愛知学院大学歯学部の倫理委員会・
同学部ヒト細胞組織遺伝子疫学情報倫理委員会において承認された事項に則り、被験者に書面による
説明を行い書面で同意を得ること、被験者の個人情報保護を厳重に励行した。本人・家族に疾患の解
析における遺伝子解析および精神発達の評価の必要性と内容について十分説明したのち口頭ならびに
文書で依頼し、対象者が未成年のため保護者に同様の説明を行い保護者の署名を得た。FISH 法および
アレイ CGH 法を用いて 22q11.2 欠失症候群の確定診断を受けた 18 例について精神症状の評価には、一
般面接による疾患の抽出に加え、以下の定量的検査法を施行。いずれも本人・養育者からの聞き取
り・行動観察・構造化面接等により臨床所見に基づいたスコアを得てカットオフ値と比較するもので
ある。評価のスケジュールを図 3に示す。 

1. 個別式知能検査（ウェクスラー式知能検査等）、患児の個別式認知機能検査：K-ABC-Ⅱ 
2. 養育者への面接：Vineland-Ⅱ 適応行動尺度；養育者への発達歴聴取：ADI‐R、 
3. 患児の行動観察：ADOS-2 
4. 養育者および患児の自閉スペクトラム傾向の把

握：対人応答尺度 SRS‐P,SRS‐A 
5. 統合失調症および気分障害の精神医学的診断の構

造化面接: K-SADS 
6. 発達障害児の反復的行動の種類・量とその問題の

程度: RBS-R 
7. 感覚刺激への反応傾向:SP 感覚プロファイル 
8. 子どもの情緒と行動の包括的評価：CBCL 
患児に対して行う ADOS-2 は、標準化された検査器具や
質問項目を用いて自閉スペクトラム症の診断に役立つ
社会的行動やスキル・コミュニケーションを引き出す
ように作られた半構造化観察検査である。DSM の診断モ
デルに基づく判定だけでなく、領域ごとの行動特徴を
把握し症状の程度を得点化して評価することが可能と
なった。 
 
４．研究成果 
患児の評価結果解析より、身体合併症（心疾患、咽頭・口蓋形成異常、耳鼻科系疾患、泌尿

器系疾患など）に加えて、知的能力および適応機能は全体の 8割で平均水準を下回っていた。
自閉症診断観察尺度（ADOS-2）による横断像では 80％が ASD 特性を示し、SP 感覚プロファイル
にて感覚特性を高率に示した。そのうち 86.7％は感覚処理の「低登録（消極的反応・高閾
値）」タイプに該当し、他の感覚特性との重複も 40％でみられるなど、日常生活への適応に支
障を来す大きな要因となっていることが示唆された。親子関係のプロフィールについては、患
児のもつ知的障害・適応上の障害およびコミュニケーションの困難さが母子間の認識の不一致
や母親の育児不安傾向につながっていることが明らかとなった。このように認知発達・行動に
関する臨床像と成長発達過程について、あわせて支援方法の検討および親子関係の情緒的側面
をふまえた親子支援の可能性について、研究成果について 2020 年度から毎年コンスタントに学
会発表を行うことができた。論文作成については引き続き進めていく予定である。 
研究の限界として、当初想定していた組み入れ数 50 例を下回りコホートが 18 例にとどまっ

たことである。患者のファーストタッチとしての受け入れ機関のリクルート担当者の一時交代
による停滞、その後の COVID-19 パンデミック下での受診控えや通院中断、医療機関側の感染症
対応のため通常の診療体制縮小を余儀なくされた期間があったことの影響も受けた。研究代表
者および研究分担者の異動もあったが、密に連携を取って丁寧にフォローアップ面接の調整、
検査・評価を遂行できたことは特記すべきであると考える。研究対象者（親子）に対しては、
ベースラインの評価とその後の発達の経過観察、専門医の診察と心理士の評価・フィードバッ
クを得ることで、症状コントロールおよび生活上の困難の緩和、親子関係の悪化予防に役立っ
た。今後も研究協力者により外来での経過観察（必要なケースについては治療）を継続し、成
人期に向けて精神疾患の発症の早期発見に留意してフォローしていく。 
小川（研究代表者）は、本研究から得られた知見も活かして「感染症流行下等の社会的な環

境変化による子どもの心身への影響の評価方法 及び対処法の確立に向けた研究」（子ども家庭
庁）にも取り組んできた。臨床としては療育センターの児童精神科外来および病棟にて診療を
提供するとともに診断・評価を実施し、また教育委員会委嘱の任務（学校精神科医、市教育相
談センター等）を通して発達障害に関連する行政の施策に寄与してきた。分担研究者も含め、

図 3 精神症状の評価のスケジュール



チーム全員が広く神経発達症を持つ子どもと家族の理解と支援に関わる論文や講演、発表等も
数多く実施しており、この 5年間での医療者の発達障害（とくに身体疾患に伴うもの）への認
識の広まりや診療科横断的対応の円滑化に貢献した。発達段階やライフステージに応じた心理
社会的介入については、今後の研究において更なる検討を要する。患者本人および家族を対象
とした心理教育プログラム開発と検証や啓蒙活動の継続は欠かせないだろう。またすでに多診
療科縦断的な遺伝性疾患への対応の一つとして、神経線維腫症 1型（NF1・レックリングハウゼ
ン病）に関して NF1 診療ネットワークが院内で運用されており、本研究の成果をもとに
22q11.2 欠失症候群など他の遺伝性疾患についてもネットワーク体制構築による診療連携強化
を行っていく。 
 
＜参考文献＞Itaru Kushima, et al., Cross-disorder analysis of genic and regulatory 
copy number variations in bipolar disorder, schizophrenia, and autism spectrum 
disorder, Biol Psychiatry. 2022 Sep 1;92(5):362-374. 
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神経発達症の子どもとトラウマ　自閉スペクトラム症とトラウマ反応

コロナ禍におけるこどものメンタルヘルス　神経発達症のこどもを中心に



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

BPCNPNPPP４学会合同年会（招待講演）

BPCNPNPPP4学会合同年会

第118回日本精神神経学会学術総会

第63回日本児童青年精神医学会総会（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

岡田俊

岡田俊

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岡田俊

岡田俊

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

アジア児童青年精神医学会ASCAPAP2023in Kyotoの企画にあたって

注意欠如・多動症（ ADHD）の病態と臨床

注意欠如・多動症治療の臨床エビデンスと本邦ガイドライン

COVID-19感染拡大下における子どものメンタルヘルス

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第118回日本精神神経学会学術総会

第118回日本精神神経学会学術総会

第127回小児精神神経学会

岡田俊

岡田俊

小川しおり

小川しおり

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
愛知児童青年精神医学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

「チーム学校」における虐待が疑われる児童生徒の気づきと支援

ゲーム依存に関する教育・心理系の大学生を対象としたアンケート調査

大学生のゲーム使用と学生生活の充実度

妄想形成・不安と神経発達症特性



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第118回日本精神神経学会学術総会（新型コロナウイルス感染症拡大下における子どもと家族―精神医学に何ができるか）

第118回日本精神神経学会学術総会（シンポジウム 78 臨床的に重要な状態の背後にある神経発達症特性をいかに見立て、治療に活かす
か）

第118回日本精神神経学会学術総会（シンポジウム 67 児童虐待に取り組む精神科医療の現在）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岡田俊

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

岡田俊

岡田俊

 ３．学会等名

「チーム学校」における虐待が疑われる児童生徒の気づきと支援

注意欠如・多動症における心理社会的治療の有用性と課題

COVID-19感染拡大化における子どものメンタルヘルス

妄想形成・不安と神経発達症特性

 １．発表者名
岡田俊

 ３．学会等名

第118回日本精神神経学会学術総会（シンポジウム 100 精神療法が必須な精神障害にガイドラインはどこまで有効か）



2022年

2022年

2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本ADHD学会第13回総会（招待講演）

日本ADHD学会第13回総会（招待講演）

日本ADHD学会第13回総会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

岡田俊

岡田俊

林小百合, 江頭優佳, 魚野翔太, 高田美希, 請園正敏, 岡田俊

山内彩, 岡田俊, 尾崎紀夫

第62回日本児童青年精神医学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ADHDと大人の精神保健

成人期ADHDの心理教育と支持的精神療法を再考する

注意欠如・多動症の成人では 実行機能に対する社会的報酬の効果が減弱している

22q11.1欠失症候群患者の認知発達・行動に関する臨床像と支援ニードの検討

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第62回日本児童青年精神医学会総会

第62回日本児童青年精神医学会総会（薬事委員会セミナー）（招待講演）

第62回日本児童青年精神医学会総会（シンポジウム5）（招待講演）

第62回日本児童青年精神医学会総会（共催セミナー2）

岡田俊

岡田俊

岡田俊

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高田美希, 細金奈奈, 木原望美, 小平雅基, 岡田俊

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

子どもの睡眠とその障害

COVID-19感染拡大下の子どもと養育者のメンタルヘルス

ADHDの診断と治療を巡る課題：現状と近年の知見を踏まえて  岡田俊
 ２．発表標題

親子相互交流療法（PCIT)の治療中断に関するエビデンスレビュー

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第117回日本精神神経学会学術総会

日本心理学会第85回大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

林 小百合, 江頭 優佳, 魚野 翔太, 岡田 俊

岡田俊

岡田俊

稲垣貴彦, 上野千穂, 岡田俊, 小野善郎

第24回日本摂食障害学会学術集会（招待講演）

第126回日本小児精神神経学会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

社会的報酬を用いたフィードバックの確実性が行動抑制に与える影響

自閉スペクトラム症と不安、こだわりー摂食障害とのつながり（教育講演）

神経発達症と併存症

本邦の医療状況に即した子どものうつ病臨床の最適化への提言

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第１８回日本うつ病学会総会（シンポジウム）

Neuroscience（国際学会）

岡田 俊, 上田理誉

Hayashi S, Nishimura Y, Ikeda Y, Egashira Y, Ukezono M, Uono S, Okada T, Higuchi S

Egashira Y, Hayashi S, Ukezono M, Uono S, Kaga Y, Kitamura Y, Kita Y, Yamashita Y, Okada T, Inagaki M

Okada T, Uno Y

Neuroscience（国際学会）

Neuroscience（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

COVID-19感染拡大下における発達障害のある子の不安・抑うつと育児ストレス（シンポジウム 抑うつの発達的理解と抑うつを抱える養育
者の支援を考える）

Investigation of effects of the aesthetic preference on the perception of human walking: a preliminary study using event-
related potentials

A closer look at impairments of time perception function in individuals with attention-deficit/ hyperactivity disorder

Intranasal oxytocin reduces facial affect misrecognition between disgusted angry faces in adults with autism spectrum
disorders.

 １．発表者名



2021年

2022年

2020年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AES 2021 ANNUAL MEETING（国際学会）

第180回東海精神神経学会

第61回日本児童青年精神医学会

愛知児童青年精神医学会第12回学術総会

杉本 哲,近藤怜苑,小川しおり

山内彩, 岡田俊, 尾崎紀夫

小川しおり, 野邑健二

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Ueda R, Iwasaki M, Kita Y, Takeichi H, Saito T, Nakagawa E, Sugai K, Okada T, Sasaki M

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

小児の精神疾患患者の社会復帰評価について、統合失調症の1例による考察

22q11.2欠失症候群児童の発達行動特性ーベースライン調査に基づく検討ー

COVID-19 対策による休校期間中のストレスにより自殺企図に至った思春期女子の2例
 ２．発表標題

Improvement of brain function after surgery in infants with posterior quadrant cortical dysplasia

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第11回自閉症学研究会（招待講演）

第30回日本臨床精神神経薬理学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岡田俊

岡田俊

岡田俊

岡田俊

愛知児童青年精神医学会第12回学術総会

第17回日本うつ病学会総会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

注意欠如・多動症の診断をめぐる問題点と、その異種性、特に気分障害の併存をめぐって

発達障害と精神医学

成人期AD/HDの診断

自閉スペクトラム症と二次障害のなりたち

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第６１回日本児童青年精神医学会

第６１回日本児童青年精神医学会総会（招待講演）

辻井農亜, 岡田俊, 宇佐美政英, 藤田純一, 根來秀樹, 飯田順三, 齊藤卓弥

岡田俊

岡田俊

岡田俊

第116回日本精神神経学会学術総会

第116回日本精神神経学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

薬物療法により症状が安定した注意欠如・多動症患者において、薬物療法を終了できるのか？

自閉スペクトラム症の対人認知と二次障害のなりたち

抗ADHD薬のmisuseとabuseの現状についてー日本と諸外国ー

注意欠如・多動症の啓発と精神医療化

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第116回日本精神神経学会学術総会

第116回日本精神神経学会学術総会

第116回日本精神神経学会学術総会

NPBPPP2020合同年会

岡田 俊, 辻井農亜, 宇佐美政英, 藤田純一, 根來秀樹, 桑原秀徳, 飯田順三, 齊藤卓弥

岡田俊

辻井農亜, 岡田俊, 宇佐美政英, 桑原秀徳, 藤田純一, 根來秀樹, 川村路代, 飯田順三, 齊藤卓弥

 ２．発表標題

 ２．発表標題

岡田俊

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

寛解後にADHD治療薬を継続するか中止するか：患者との共同意思決定のための出口戦略ガイドライン

難治性トゥレット症をいかに定義し、いかに対処するか

薬物療法により症状が安定したADHD患者において、薬物療法の中止はADHD症状を再発させるのか？
 ２．発表標題

母親のメンタルヘルスと子どもの心理的・情緒的発達の相互作用

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第116回日本精神神経学会学術総会

第41回日本生物学的精神医学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

木村大樹, 藤田幸, 川端猛, 石塚佳奈子, Chenyao Wang, 岩山佳美, 岡久祐子, 久島周, 宇野洋太, 岡田　俊, 森川真子, 森　大輔, 池田
匡志, 稲田俊也, Branko Aleksic, 吉川武男, 岩田仲生, 中村春木, 山下俊英, 尾崎紀夫

岡田俊

岡田俊

森川真子

NPBPPP2020合同年会（招待講演）

第62回日本小児神経学会学術集会（招待講演）

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

統合失調症発症に強い影響を及ぼす, 頻度の低い稀な遺伝子変異を22q11.2欠失領域に存在するミエリン関連遺伝子のRTN4Rに同定した

精神刺激薬の導入と中止：診断・評価、治療選択における留意点について

注意欠如・多動症の「診断」と「治療」の意味を再考する

妊産婦のメンタルヘルスの実態と支援の方向性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

〔図書〕　計13件

2023年

2022年

25

143
 ２．出版社

KADOKAWA

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

脳研究から見えてきた注意欠如・多動症(ADHD)の病態ー最新知見から発達障害としての本態を捉える(「心
の病」の脳科学（林朗子、加藤忠史 編）)

発達障害のある子を育てるには（解説）（In シンママのはじめて育児は自閉症の子でした（まる著）

岡田俊

 ３．書名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．書名

 ４．発行年
岡田俊

 ２．出版社
講談社

第60回日本児童青年精神医学会総会（招待講演）

愛知県青い鳥医療療育センター第4回地域療育研修会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岡田俊

小川しおり

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

自閉スペクトラム症と併存症のつながりとつらなり-不安、抑うつ、強迫

発達障害の子どもの育ちを支えるアプローチ



2022年

2022年

2022年

2022年

34

115

400

34

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

KTC中央出版

じほう

日本評論社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

人口動態と子ども（In 日本子ども資料年鑑2023 愛育研究所 編）

わが国で使用可能なADHD治療薬4剤の特性および効果に関するエビデンス、ADHDの薬物療法について（注意
欠如・多動症ーADHDーの診断・治療ガイドライン第5版〔齊藤万比古、飯田順三編〕）

自閉スペクトラム症ーその本態は何か、当事者の支えとして何が必要か（子どものこころと脳）

人口動態と子ども(日本子ども資料年鑑2022)

岡田俊

岡田俊

岡田俊、青木 省三・福田正人（編）

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

岡田俊

KTC中央出版



2021年

2021年

2021年

2021年

216

216

912

明石書店

明石書店

南山堂

学樹書院

 ２．出版社

岡田俊

岡田俊

岡田俊

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

200

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

コロナ禍における発達障害児の親子のQOL(発達障害白書)

発達障害研究の最前線（発達障害白書）

自閉スペクトラム症(クリニカルガイド小児科 専門医の診断・治療)

自閉スペクトラム症をめぐる仮説とその検証(精神医学の基盤５ 精神医学における仮説の形成と検証 大森
哲郎 編）

 １．著者名

 １．著者名
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